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北限のユズ産地における
産地形成過程と生産流通構造
l. はじめに
酒 井 宣 昭
ユズは中国揚子江流域からチべ ツ ト高原を原
産とするミカン科の植物で, 日本には飛鳥, 奈
良時代に伝わった(音井2000)。ユズは果肉や果
皮を砂糖煮, マーマレー ド, ジュ ー ス, ぽん酢,
く ず 湯 な ど に 加 工 し て 食 し た り ( 中 尾 ・ 中 山
1994,1995,1997,池田・久武2001,山田2002),
風呂に入れたりして用いる果実である (池田・
久武2001)。
ユズは柑橘類のなかで最も耐寒性が強く, 青
森以南であれば生育可能とされるが, 一般に束
北地方などの寒地になれば結実しても果皮の着
色が進まない, 冬季の凍害により樹木が枯れる
などの障害が起こりやすい(音井2000)。一方で
は,冬季に北風や西風の当たりにくい斜面を選
定して樹木をわらなどで囲い, 防寒対策を行え
ば果皮が厚く香りの良いユズが実る上に, 寒さ
から病害虫にかかりにくいという利点も生む。
2002年における全国のュ ズ栽培状況 ( 第 l
表 ) は, 農林水産省生産局果樹花き課の資料に
よ る と ,ユズは宮城県から鹿児島県までの38府
県で栽培されている。 全国の収種量は16,860 t
で, うち高知県は7,525tで全国の44.6% , 徳 島
県は3,580 tで全国の21.2% を占める。 この四
国の2県はュズの大産地で, 全国の6割を超す
収穫量をも っ。収種量日本一の高知県では, 早
期出荷のためのハウ ス栽培, 低温貯蔵庫, 果実
着色のためのェチレン処理などの設備や技術が
導入されている (池田・久武2001, 田中2003) 。
また収種されたュズの約7割は加工用として食
品業者へ, 約3割は青果用として全国市場へ出
荷される(樋口2002)。一方, 北限地の宮城県や
福島県での収種量は, 宮城県が15.8tで全体の
0.1% ,  福島県が41.5tで全体の0.2% と極めて
少ないものの, 唐桑'),気仙沼, 村田, 柴田, 大
河原,亘理,角田, 山 元, 丸森, 福 島 市 な ど で
は小規模な産地を形成して販売も行つている。
そこで本研究では,①北限の各ユズ産地が
ど の よ う に 形 成 さ れ た の か と い う こ と , ② 各
産地の栽培と市場の現況を明らかにすること,
③ 各 産 地 の ① と ② の 特 徴 を 類 型 化 す る こ
とを目的とする。構成の順序は始めに③を示
し, そ の 類 型 別 に ① と ② を 例 示 す る。
調査方法は, 事前に各産地の行政や農協から
ユズの木があるだけでなく青果あるいは加工し
て販売している農家とその所在地, 産地形成事
業などに関する情報を得た。 ユズ栽培農家数は
111軒(唐桑1,気仙沼9, 村 田 1 8 , 柴 田 3 , 大
河原25 ,亘理15 ,角田5,山元7,丸森22 ,福
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島市6) で, 全農家を対象に 2004年9月̃2006
年1月にかけて従事者, 栽培時期,市場, 今後
の展望などに関する聞き取り調査を行つた。 そ
の結果, 31軒(唐桑1, 気仙沼4,村田4,柴田
2, 大河原3, 亘理3, 角田3, 山元4, 丸森4, 福
島市3)からの情報を得た。以下ではこの調査結
果と新間記事を多用して分析を進める。
第 l 表  府県別ユズの収種量
府県名 収種量
全国に占
める割合
宮 城
福 島
茨 城
栃 木
群 馬
崎 玉
千 薬
東 京
神索川
山 梨
長 野
静 岡
富 山
石 川
岐 阜
愛 知
三 重
京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和歌山
鳥 取
島 根
岡 山
広 島
山 ロ
徳 島
香 川
愛 媛
高 知
福 岡
佐 資
長 崎
熊 本
大 分
宮 崎
鹿児島
l5.8
41.5
5.5
62.0
26.4
234.0
25.0
12.7
22.6
332.5
5.5
61.0
l 5.0
21.4
2.5
2.0
l2.0
1l5.1
5.0
45.8
19.0
366.9
35.0
155.4
55.6
68.9
167.6
3,580.0
5.0
1,468.4
7,525.0
205.6
10.5
24.8
185.6
729.0
899.4
295.5
0.1
0.2
0.0
0.4
0.2
1.4
0.1
0.1
0.1
2.0
0.0
0.4
0.1
0.1
0.0
0.0
0.1
0.7
0.0
0.3
0.1
2.2
0.2
0.9
0.3
0.4
1.0
21.2
0.0
8.7
44.6
1.2
0.1
0.1
1.1
4.3
5.3
1.8
計 16,860.5 100.0
注
平成14年産特産果樹生産動態
等調査により作成。
単 位 : t , 割 合 : %
ll. 北限のユズ産地の類型化
本章では, 各産地のュ ズ栽培の導入方法, 栽
培は成立か不成立か, 市場は安定か不安定かの
点から一般的な傾向を類型化する。 ただし次章
で明らかにするが, 各産地のなかで各農家の栽
培技術の違いで栽培の成立か不成立かは異なる
面もあることを付け加えてぉく 。
まず産地形成主体が個々の農家による場合は
A,同じく行政または農協による場合はB,同じ
く 前 者 の A と B の 双 方 に よ る 場 合 は C と し ,
さらに市場が安定している場合は①, 市場に
乏 し い 場 合 は ② と し た 。 なぉ栽培は全産地と
も成立しているので区分はしない。
これに基づいて北限のュ ズ10産地を類型化
したのが第2表である。 A一① タ イ プ に 該 当 す
るのは亘理町, 山元町,福島市の3産地,A一②
タイプに該当するのは角田市の1産地, B一①
タイプに該当するのは大河原町と丸森町の2産
地, B一② タイプに該当するのは唐桑町と気仙
沼市の2産地,C一① タ イ プ に 該 当 す る の は 村
田町と柴田町の2産地であった。
第 2 表  北限のュズ確地の短l型
産地形成主体
A:個々の展家
裁培 市場 ,孩当産地
① '安定
② 乏 し い
i l 理町,山元町,福島市
成立
fi」田市
B :  行政または農協 ① 安 定 大河原町,丸森町
② 乏 し ぃ 11ti集町,気仙沼市
C : A と B の 双 方 ① 安 :定 付m町, 集m町
以上の5つのタイプに分類できたが, 北限の
ユズ産地の形成は, 個々の農家による場合と行
政または農協による場合が半数ずっある。 また
市場は安定している産地が圧倒的に多い。
lll. 北限のユズ産地の産地形成過程と
生産流通構造
本章では,前章のタイプ別に北限のュ ズ10産
地の産地形成の歴史と, 各産地の栽培と市場の
現況をいく っかの農家を例に詳しく把握する。
1. A一①タイプ(第3-1表)
(1) 亘理町の事例
a. 産地形成の歴史_ 'i くま jljはま よ し だ
旦理町では逢隈, 〕lli浜, 吉田地区など多くの
地区でュズ栽培が行われている。当町では1970
年代半ば以降, 個々の生産者が自主的にュ ズ栽
培を開始した。 ユズに関する組合はなく , また
農協への共同出荷も行つていない。 そのため
個々の生産者で市場を確保してきた。 さ ら に 当
町ではュズの加工品での販路拡大にも力を入れ
ている。その背景には当町農政課や観光協会,み
やぎ亘理農業協同組合(以下, 亘理農協)の様々
な事業が大きく関与している。
まず農政課では1989年に県の水田農業確立
対策事業を活用して, 農産加工品を製造するた
めの農産加工センタ ーを当町の吉田地区に設立
した。この加工施設が設立する背景には1980年
代後半から吉田地区の主婦グループが演物やイ
チゴの加工品を製造販売したいという強い働き
があり実現したものである。 この施設は当町在
住者が町の担当課に登録すれば自由に利用する
こ と が で き る。
さらに1990年からは,農政課の農産加工推進
協議会が町内に多数ある加工グループ2 ) の技術
向上と商品開発の推進を図るため, 演物やジャ
ム, 米粉パンなどの加工品の製造で参考となる
地域への視察会を実施している。 視察会に関し
ては,事前に加工グループ会員に視察会の通知
を配布し, その希望者によって年に1回7̃8 月
の間に行われる。2003年には河北町(現, 石 巻
市河北町)の味ll曾演物加工施設へ出向いている。
その他, 年に1回3月には保健所の職員や食品
加工業者の代表者を講師として招き, 製品開発
や販路拡大などの講演会あるいは研修会を開催
している。 2004年度は町内の栄養士が「野菜や
豆腐を利用したぉ菓子づくりについて」 と い う
テーマ で 野 菜 ま ん じ ゅ う や ホ ウ レ ン 草 の レ ア
ケーキ, ト マ ト ゼ リ ーの調理実習を行つた。毎
年実施される視察会や講演会, 研修会を通して
加工技術を向上させる生産者が多い。
また1997年以降は,農村加工推進協議会が町
の特産品であるイチゴジャムやュ ズ湯, アセロ
ラジュ ー スなどを詰め合わせたギフトセットの
販売を開始した。販売価格は1,700円,2,800円,
3,000円の3種類があり ,生産者の話によれば
3,000円のセット への人気が高いという。
亘理町観光協会では1999年より産業振興の
一環として製品開発を促す 「伊達なわたり活き
生き大賞」(以下,活き生き大賞)という コ ンク ー
〇 う l ) か ん
ルを毎年11月末に悠理館3 ) で開催している。応
募資格は, 保健所の許可のある町内の企業, 組
合, 加工グループ, 個人が過去5年以内に開発
した工芸品や, 演物や菓子などの加工食品が対
象 と な る。グランプリ1点には30万円が, 最優
秀賞2点には各10万円が授与される。 この他,
優秀デザイン賞,アイディア賞, ユニーク '賀'な
どの多数の賞もあり, 受賞作品は町の推奨品と
して各イベントの際に展示と販売が行われる。
イベントを通じて受賞した製品の知名度が向上
す る こ と に よ っ て一度購入した人が製作者に問
い合わせて再び購入するケー スも日立つてきて
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第 3-1 表  A一① タイプのュ ズ産地の形成と栽培農家, 製品加工者の動向
産地名 重理町 山元町 細島市
農家器-号 A B c A B c D A B c
導
入
自生ユズの有無 有 有 有 有 有 有 行 有 有
械l湖年 1975年11「i 200l 1970 l98l l970 l970
統田当初の般培本数(本) 20 2 50
桑園
30̃40 1 l
械樹場所 畑 自宅の座山 庭 庭
前
樹
1
結
実
防風・防寒対策
わ ら で -
囲 い
結実年 l973 1986
械樹から結実までの年数 3
約30
5
現在の截培本数(本) 3 8 l 20 8 1 約 loo 約60 約50
裁
端
者
技
術
習
得
裁增者(年齢)
世 帶 11E
(69)とそ
の装(69)
世特主
(66)
世帶主の
子(54)と
そ の 要
(53)
世 帶 主
(68)とそ
の要(64)
世 補 主
(62)とそ
の要(6l)
tl1: 帶 主
(55)とそ
の要(50)
世'af主の
1整(62)
世 特 主
( 54 ) ,収
想期のみ
世1l 1l主の
lltと観成
世 帶 主
( 5 8 ) , 収
經期のみ
そ の ;ti
(58)
tl1: 帯 主
(84)とそ
の 子 , そ
の夫
段業経験など 有 有 有 有 有 有 有 有 有 有
主な般増技術の習ll1l先 独学 独学 独学 独学 独学 独学 独学 独学 独学 独学
他産地の視察 有
肥料まさ 2月:期把 1 ̃2 月
剪定 械本職人 械木職人
i:11刈り 適宣 6月下句,
10月下旬
通宣
存,更,ik
率
1i , 秋 季
リ ン ーゴの
収種の合
間
11月中句
または12
月̃2月
11̃12月 l l̃12月 9月中'1i0 :
青実,10
月中句̃
翌年1月
下有リ:黄
実
11月中'liJ
̃12 J:i中
句
11月中句
̃l2月中
句
l1月中句
̃l2月中
句
般
培
時
期
収種
その他
1 2 月 中
句 : わ ら
を数いて
防寒対策
販売する ュ ズ 黄実 i'f実,黄
実
i'f 実 , 黄
実,生花
用
黄実 黄実 -黄-実
l'1i
果
農協または組合から
の出荷先
社l島市の味l1消油破造業者,
行,l島i集子協同組合
その他の出荷先
仙台市場 仙台市場 おおくま
ふ れ あ い
センタ ー,
町内のA・
C 0 0p
制 島 市
場 , 腿 協
無, at産
物 品 評
会 , 消t登
者への宅
配,自宅
での版売
な ど
」9t 協 祭,
農作物品
1ilfl会, 自
宅販売
相島市,
消費者へ
の宅配,
自宅での
版売など
ユズii1l ユズi場,
ユズマー
マレ ー ド
ユ ズ 'ai,
甘露素
ユズジャ
ム, ユズ
1l1i, ユズ
シ ロ ツ プ
l確1
加
工
製品名
お 」 く ま
.1;・れあぃ
セ ン タ ー
お お く ま
ふ れ あ い
セ ン タ ー
自店, お
お く ま ふ
れあいセ
ン タ ー ,
町内のお
繁 り な ど
お お く ま
ふ れ あ い
センター,
要 い ち ご
の里lfi売
所,町内
のAooq)
出荷先
市場の1ll【:定・イ'1li定 安定 安定 安定 不安定 安定 安定 1l1定 安:定 安定 安定
間き取り調査により作成
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い る。 このように当町のコ ンク ールとその後の
宣伝による販路拡大は, 生産者の意欲向上へ と
つながっている。
亘理農協では,1996年に国道6号線沿いにあ
る逢隈地区に「おおくまふれあぃセンタ ー」 (以
下, ふれあいセンター) という農作物およびそ
の加工品などの直売施設を設立した。 この施設
は亘理町と山元町の在住者が亘理農協に登録4 )
すれば, 市場に出荷できない野菜や花卉, 趣味
で育てた野菜, ジ ャ ム, パン, 菓子,惣菜など
の様々な 製 品 を 自 由 に 販 売 す る こ と が で き
る 5 )。 そのため, この施設でュ ズの加工品を販売
する生産者が極めて多く , 重要な販路として位
置づけている。
現在, 亘理町ではュ ズ栽培にほとんど手をか
けていない。 しかし生産者が加工品造りとその
販売に対して意欲的であるのに加えて, 行政で
は農産加工場の設置, 加工品の製造と販売に関
する視察会や研修会の実施, 加工品開発を促す
コンク ールの実施とその受賞製品の販路拡大事
業を, 亘理農協では農産物や加工品を販売する
場所を提供していることもあって, 個々の生産
者は安定した市場を確保している。
b. ユズ製品加工者の動向
亘理町では栽培農家が11軒, 製品加工者が4
率f ある(2005年6月) 。以下では3氏の製品加工
者の動向をみる。
A 氏 ( 6 9 歳 ) は, リンゴ, ラズベリ ー, ウ メ
などを大規模に栽培する農家である。 ユズ栽培
は1975年頃に農業関係の仕事の知人から勧め
られたことがきっかけで始めた。苗木もその知
人から20本を購入した。苗木は自宅裏の平地の
畑に植樹し, 冬季には木をわらで囲い防寒対策
を行つてきたが, 凍害でほとんどが枯れ, 現在
では畑のなかで北風や西風の当たりにく ぃ場所
に あ っ た 2 本 と, 畑から日当たりの良い自宅の
庭に移植した1本の合計3本が残るのみであ
る o
栽培には手をかけず, 植木職人に庭木を剪定
し て も ら う 際,ユズの木も一緒に剪定してもら
う。収穫はリンゴの収秘の合間をみてその都度
行 う。
収種したュズはA氏の妻(69歳)が加工して
販売する。加工は1989年から町の農産加工セン
タ ー を利用してュズ湯を製造し始め, それは推
進協議会と消費生活友の会が主催していたまご
ころ市や仙台駅内の菓子店などで販売してい
た。 その後, ふれあいセンタ ーができたのを機
に, 1996年からは当施設での販売に切り替え
た。 加工技術は独学で身につけた演物加工技術
の応用であり, 町の活き生き大賞にも何度も出
展している。 A氏の妻は町内でュズ湯の販売を
一早く手がけた人物で, そのことに誇りを持つ
ている。現在は多くのリピータ ーがっいており,
今後も ュ ズ湯の製造販売を続けたいと考えてい
る。
B氏(66歳)の家には5本の古木がある。 さ
ら に 200l年には2本, 2005年1月には1本を
畑に植樹した(写真1)。 そのため現在は8本が
あ る。 裁培には手をかけず, 植木職人に庭木を
剪 定 し て も ら う 際, ユズの木も一緒に剪定して
も ら う 。
B氏も加工品での販売に力を入れている。 B
氏は加工品をっ くる主婦仲間が集まって結成し
た 「ひ な ぎ く 会」 の会員でもあり, その活動を
通して加工技術を高めていった。1998年には自
宅に小さな加工場(写真2)を設け, 演物やュズ
マ ーマレー ド, ユズ湯(写真3)などを造つてい
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る。 ユズ加工品をっ くるきっかけは, 生果では
安価でしか売れないことから自分の得意な加工
品での販売を始めようと考えたためである。 ユ
ズ湯は1989年から, ユズマーマ レ ー ドは1999
年 か ら 製 造 し て い る。 加工品はふれあいセン
タ ーで販売するが,一度購入した人が B氏のも
と へ連絡をよこし, 個人的に販売するケ ー スも
増えている。
さ ら に B氏も町の活き生き大1l11iに何度も出
展したり, 外出した際に他の加工品を購入して
研究したりするなど, 加工品の研究に熱心であ
る。今後はさらにュズ加工品を開発していきた
いと考えている。
C氏(54歳)は1999年から農家レストランを
経営している。自宅には1本の古木があるが,栽
培にはとくに手をかけず, 適宜草メ l 1 り を 行 う 程
度である。収種は11月中旬または12̃2月にか
けて行う 。 自宅で収種できるュズだけでは足り
ないため, 大河原町や山元町にいる親戚や知人
からも購入する。そのュズはC氏の妻(53歳)が
ユズ湯と甘露煮に加工して, 自店やふれあいセ
ンタ ー, 町内のお祭りなどで販売する。
C氏の妻も町の活き生き大賞に何度も出展し
た り ,  地元の野菜を生かした料理を研究したり
するなど, 加工品の研究に熱心である。 今後も
他の人がっ くれないような珍しいユズ加工品を
生み出していきたいと考えている。
以上, 亘理町ではュ ズ栽培にはほとんど手を
か け な い が, 加工技術を持つ熱心な主婦が独学
で個性ある加工品をっ く り ,  その製品の販売に
力を入れている。 さらに行政での企画する視察
会や研修会, 加工品開発事業などの活動,亘理
農協による加工品の販売場所の提供も個々の生
産者の安定した市場を支える要因になってい
26
る。
(2) 山元町の事例
a _ 産地形成の歴史_ お お だ ぃ ら や ま で ら 望'せ
山 兀町では大平, 山寺, 局瀬地区でュ ズ栽培
が行われている。 当町では1970年代初めから
個々の農家が自主的にュズ栽培を開始した。 ユ
ズに関する組合はなく , また農協への共同出荷
も行つていない。 そのため個々の農家で市場を
確保してきた。現在, 個々の農家では栽培が成
立し, 市場も全体的にみると安定している。
b_ ユズ栽培農家と ュズ製品加工者の動向
山元町では栽培農家が3 1奸, 製品加工者が4
軒ある(2005年5月)。以下では栽培農家3氏と
製品加工者1氏の動向をみる。
A氏(68歳)の家では,A氏の父が桑園の跡
地利用として自宅の畑に古木が2本あったこと
から本格的に栽培しようと考え,1970年に現在
の亘理農協の前身である山元町農業協同組合か
ら苗木50本を購入し,南斜面で日当りの良いか
つての桑園に植樹した。植樹当初は50本あった
が, その後凍害で枯れたり倒れたりしたため現
在は約30本にまで減つた。 1973年には一部収
穫が可能となった。
栽培はA氏とその妻(64歳)が行う 。主な作
業は6月下旬と10月下旬の草刈り, 11̃12月
の収種である。 収穫した黄実ユズは仙台市場へ
出荷するが, 市場に出荷しても安価でしか売れ
ないため栽培意欲が減退し っつある。
B氏(62歳)は,B氏の父が自宅の裏山の荒
廃を防ぐため,1981年に亘理農業改良普及セン
タ ーの知人から指導を受けて, ユズを裁培する
こ と に し た。苗木は1981年に亘理農業改良普及
センタ ーの知人から30̃40本を購入し,北風や
西風の当たらない自宅の裏山を崩した平地に植
樹した。植樹当初は30̃40本あったが,その後
雪折れや間引きしたため,現在は約20本となっ
ている(写真4)。 1986年には一部収穫が可能と
なった。
栽培はB氏とその妻(61歳)が行う。主な作
業は2月に堆肥撒き, 1 l̃12月に収穫, 草メlll り
は適宜行う。収種したュズは2003年までは贈答
用や自家用として消費していたが, 近所で野菜
を市場へ出荷する知人にュ ズの市場出荷を勧め
られ, それを機に 2003年から仙台市場へ黄実ユ
ズの出荷を始めた。さ ら に 2005年からは黄実ユ
ズより高値で販売できる青実ユズ(写真5)の仙
台市場への出荷も開始した。
C氏(55歳)は植木や作物の栽培を趣味とし
ている。 その1つにュズ栽培があるが, 苗 木 は
1970年に竹駒神社の初午の市で1本を購入し,
さらに1975年,1995年,2000年にも数本の苗
木を埼玉県の業者から購入した。 現在では自宅
の庭に8本がある。
栽培はC氏とその妻(50歳)が行う。主な作
業は1̃2月の肥料撒き ,9月中旬の青実ユズの
収穫,10月中旬̃翌年1月下旬の黄実ユズの収
種である。収穫したュ ズは,2002年までは贈答
用や自家用として消費していたが,2003年から
は亘理町のふ れ あ い セ ン タ ー と町内のA-coop
に, 10̃11月は生花用としてュズの枝, 9 月 中
旬は青実ユズ,10月中旬̃12月下旬は黄実ユズ
を出荷する。生花用として出荷するきっかけは
生花を趣味とする C氏の姉からの勧めであり,
青実ユズの出荷のきっかけはC氏の妻が気仙
沼のサンマの水揚げのニュ ー スをみた時にその
薬 味 と し て 最 適 で は な い か と 考 え た こ と に よ
る。 C氏は季節に応じたュ ズの利用法や需要を
考えて意欲的に販売を試みている。
D氏(62歳)の家には1本の古木がある。 栽
培には手をかけないが, 加工品での販売に力を
入れている。 D氏は加工品をっ くる主婦4人が
集まって2002年に結成した「よつば会」の会員
で も あ り , そのリ ー ダ一的な役割も担つている。
この会で造る製品にはイチゴ, ニンジン, カ ボ
チャ, ユズなどのジャム, ユ ズ 湯, ユ ズ シ ロ ツ
プ煮などがある(写真6)。 ここで使用するュズ
は各会員の家に古くからあるュズで, それらを
全部合わせて10月下旬からD氏の自宅加工場
で,会員の都合の良い日に集まって加工する。製
品は亘理町のふれあいセンタ ーや町内の 「夢い
ちごの郷」直売所,町内のA-coop や飲食店で販
売する。 これらの販売先に出荷するとすぐに完
売してしまうほど製品への需要は多く , 今後も
継続してュ ズ加工品を造つていきたいと考えて
いる o
以上,山元町では1970年代初めから個々の農
家が自主的にュズ栽培を開始した。 現在, 個々
の農家での栽培は成立している。 市場は, A 氏
のように出荷先はあるものの, その市場での価
格が安価なため栽培意欲が減退している農家も
わずかにみられる。一方, B 氏 や C氏のように
黄実ユズだけでなく青実ユズや生花用の枝も出
荷し, 他の生産者とは異なった戦略で安定した
市場を確保している農家も多い。 さらに当町で
はD氏のように自らが得意な加工品での販路
を確保している生産者もいる。
(3) 福島市の事例
a. 産地形成の歴史
_ し2 .f やま たき
福島市では標高268.2m の信夫山中限の滝,
替揺地区でュ ズ栽培が行われている。 当市では
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1960年代前半頃から個々の農家が自主的に ュ
ズ裁培を開始し, 市場もそれぞれの農家で確保
してきた。1980年代には5軒の栽培農家で化粧
箱(写真7)の共同購入と ュ ズの共同販売を日的
と し た「北限のゆず生産組合」 (以下, ゆず組合)
を結成した。 このゆず組合からの出荷先は, 市
内の味n曾管油醸造業者と福島菓子協同組合であ
る。
当産地は古くから ュズ栽培が行われているた
め,1980年代以降,宮城県の各ユズ産地が形成
される際に, ユズ栽培関係者の多くが視察に訪
れ, 栽培の手本にされている。
当産地では 「北限のュズ」 として販売を行つ
て き た が, 現在では宮城県にも多数のュ ズ産地
お や ま
があるため, 「無農薬の御山ユズ」に変更して販
売を行つている。
以上,福島市では1960年代前半頃から個々の
農家が自主的に ュズ栽培を開始し, 市場も各農
家単位で確保してきた。1980年代にはゆず組合
を結成し, 食品加工業者への共同販売も開始さ
れた。現在, 個々の農家で栽培は成立し, 市場
も安定している。
b. ユズ裁培農家の動向
福島市では6軒の栽培農家がある (2004年9
月)。 以下では3氏の栽培動向をみる。
A 氏 ( 5 4 ) は, 北風や西風の当たらない南斜
面で約100本を栽培している。栽培はA氏が行
うが収穫時期のみ A氏の母や親戚も手伝う。栽
培技術はA氏の父の作業を見て習得した。主な
作業は春, 夏,秋の草刈り,11月中旬̃12月中
旬の収穫である。肥料は与えず, 草メIll り時の草
を木の根元に置いて堆肥にしている。
収穫したュ ズは母が自宅で選別し, パ ッ ク や
箱に詰め,6割は福島市場へ,残りの4割は農協
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祭(写真8)や農作物品評会での販売, ゆず組合
への出荷, 消費者への宅配, 自宅での販売を行
う。 A 氏には県内や宮城県に多くのリピー タ ー
が お り, 毎年収種時期には電話での注文が殺到
する。
B 氏 ( 5 8 ) は, 北風や西風の当たらない南斜
面で約60本を栽培している(写真9)。栽培はB
氏が行うが収種時期のみ妻(58)も手伝う。 栽
培技術はB氏の父の作業を見て習得した。主な
作業は夏と秋の草刈り ,11月中旬̃12月中旬の
収穫である。収種したュズは, 農協祭, 農作物
品評会, ゆず組合へ出荷する他, 自宅での販売
も行つている。
C氏(84歳)は,北風や西風の当たらない南
斜面で約50本を栽培している。 裁培はC氏と
娘の夫で行う 。 娘の夫は他県の会社に動務して
いるためその休日に作業を行う。 栽培技術はC
氏の作業を見て習得した。主な作業は11月中旬
̃12月中旬に収種を行い,収穫後はュ ズの根元
を囲うようにわらを數いて防寒対策を行う (写
真10)。 そのわらは放置して堆肥とする。
収穫した ュ ズ ( 写 真 1 1 ) は,C氏が自宅作業
場(写真12)で選別し, パックや箱に詰めて, ゆ
ず組合への出荷, 毎年1月開催の 「白鳥の里親
の会」の贈答用として福島市への販売,消費者
への宅配,自宅での販売などを行う 。C氏には束
北各地に 多 く の リ ピータ ーがついてぉり, 毎年
収種時期には電話での注文が殺到する。
以上,福島市では1960年代前半頃から個々の
農家が自主的に ュ ズ栽培を開始し, 市場もそれ
ぞれの農家で確保してきた。1980年代にはゆず
組合を結成し, 食品加工業者への共同販売も開
始した。現在, 個々の農家での栽培は成立し, 市
場はゆず組合での共同販売の他, A氏は福島市
場への出荷, 農協祭や自宅での販売, 消費者へ
の宅配など,B氏は農協祭や自宅での販売など,
C氏は福島市への販売,消費者への宅配,自宅で
の販売などを行つている。 いずれの農家も安定
した市場をもっており, 多 く の リ ピー タ ー も っ
いている。
2. A一②夕イプ(第3-2表)
(1) 角田市の事例
a. 産地形成の歴史
さ か っ た  か じ か  お や ま  お だ
角田市では坂津田, 梶賀, 尾山,小田地区で
ユズ栽培が行われている。 当市では主に桑園の
跡地利用として1980年代初めから個々の農家
が自主的にュズ栽培を始めた。 ユズに関する組
合はなく , また農協への共同出荷も行つていな
いため農家単位で市場を確保してきた。
現在, 各農家で栽培は成立しているが, 市場
は全体的にみると乏しく安定していない。
b. ユズ栽培農家の動向
角田市では尾山地区に 2軒, その他各地区に
一車f ずっの合計5軒の栽培農家がある(2005年
6月)。以下では3氏の栽培動向をみる。
A 氏 ( 5 7 歳 ) は, 桑園の跡地利用として自宅
の庭に1本の古木があったことから本格的に栽
培しようと考え,1983年に角田市農業協同組合
(以下, 角田農協)から大実極の苗木を4,5本
購入し, 自宅裏山の南斜面に植樹した。 その後,
1990年代初めまで徐々に本数を增やしていき,
現在では20̃30本がある。
A氏は農業関係の仕事をしているため, 作業
はその休日に行う。主な作業は9̃10月の消毒
2 回, 11月上旬̃12月の収種, 1 2̃2月の肥料
撒 き , 剪 定 , と げ 落 と し , 誘引である。 A氏は
減農薬を心がけているため消毒は最低限度の量
第 3-2 表  A一② タイプのュ ズ産地の形
栽培農家の動向
産地名 角田市
農家番号 A B c
導
入
自生ユズの有無 有 有 有
抽樹年 1983 1983 1989
制封当初の裁l1書本数(本) 4̃5 30 50
l直樹場所 条園 山
築国,
梨畑
抽
樹、
結
実
防風・防寒対策
よしを細
で t目んだ
もので木
を囲う
結実年 l990 1992
械樹から結実までの年数 7 3
現在の裁培本数(本) 20̃30
裁
培
者
技
術
習
得
裁培者(年齢)
世 帶 主
(57)
世 帶 主
(77)とそ
の要(77)
世 帶 主
(67)とそ
の要(67)
農業経験など 有 有 有
主な裁培技術の習得先 独学 独学 独学
他産地の視察
1 2 ̃ 2
月:米ぬ
か, わ ら
10月中旬
̃1 1 月 :
化学肥料
肥料まき
剪定 有 12̃3月
fliメリり 通宜 有
裁
培
時
期
収種
l1月上旬
̃ l 2 月
l0月中旬
̃11月
リンゴの
収種の合
間
その他
9̃ l0月:
消海2回,
l 2 ̃2月:
とげ落と
し,誘引
4̃5 月 :
わ ら を 数
く , 5 月
中 旬 : 消
薄
fi
果
販売するュズ 黄実 黄実 黄実
農協または組合からの
出荷先
その他の出荷先
展路祭,
角m駅内
の観光物
産 セ ン
タ ー
速刈田温
泉の旅館
の売店,
蔵王町の
演物製造
業 者 , 角
田の農協
祭など
角田駅構
内の駅の
市, み や
ぎ生協西
多資店内
の直売所
製品名
出1lli先
加
工
角田駅構
内の駅の
市 , み や
ぎ生協西
多資店内
の直売所
市場の安定・不安定 不安定 不安定 安定
聞き取り調査により作成
しか使用せず, 肥料も化学肥料を使わず, 米ぬ
かとわらを使用する。このような栽培の知識は,
農業関係の仕事のなかで得た技術の応用であ
北限のュズ産地における産地形成過程と生産流通構造 2g
る o
収穫したュ ズは自宅で選別し, 傷のない上級
品はみやぎ仙南農業協同組合(以下, 仙南農協)
へ出荷する。 しかし青果として市場に出荷して
も角田のュ ズの知名度は低い上に安価でしか売
れず, さらに値崩れを起こすため,まとまった
収入には結びっか な い と い う。そのため, 販売
先に困り, 地元の農協祭や角田駅内の観光物産
センタ ーでの販売を試みている。 今後は安定し
た価格で販売するため, 青果ではなく丸森町の
ように加工品業者との提携を図つていくことが
望ましぃ と考えている。
B 氏 ( 7 7 歳 ) は, 養蚕業を営んでいたが, 今
後は養蚕業が衰退していくと考え, それにかわ
る作物としてュ ズ栽培を始めた。 その選定理由
は1980年代当初のュズの価格が高かったこと
と市内でュ ズを栽培している人が少なかったた
めである。 1982年には角田農協から苗木30本
を購入し, 大河原農業改良普及センタ ーの指導
の下で土づくりを行つた。苗木は冬季間仮植し,
翌年の春に自宅裏山で北風と西風が当たらず日
当りのよい南斜面の土地に植樹した(写真13)。
植樹後6̃ 7 年 間 は 木 を 囲 う よ う に し て よ し を
縄で編んで上部を閉じたものを用いて防寒対策
を行つた。1990年頃には一部収種が可能となっ
た。1993年までは養蚕業が主であったため, 防
寒対策を行う他は肥料を撒く程度でとくに栽培
には手をかけなかったが, 養蚕業をやめた後は
栽培に手をかけるようになった。
栽培はB氏とその妻(77歳)が行う 。主な作
業は4̃5月に土の乾燥防止として木1本に つ
き5 ,6把のわらを数く ,5月中旬に防虫対策と
して消毒薬撒き ,10月中旬̃11月に収穫,収穫
と並行して化学肥料を撒き,12̃3月に剪定, 草
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刈り は適宜行う 。 B氏は土の乾燥がュズの成長
を妨げる要因と考えているため, 土の乾燥防止
作業に力を入れている。 土の乾燥防止対策や防
虫対策の知識は, これまで栽培経験のある桑や
イチジク, ウメなどの栽培技術の応用である。
収穫したュ ズは自宅で選別し, 速刈田温泉の
旅館の売店や蔵王町の演物製造業者, 角田の農
協祭へ出荷する。 その他自宅販売も行うが, い
ずれの販路も少量の取引にとどまっている。 大
きな収入には結びっかないものの, B氏は農作
物を育てることが好きなため, 今後も栽培を続
けていきたいと考えている。
C氏(67歳)は, リンゴやナシ, モモ, ウ メ,
プラムなどを大規模に栽培する農家である。 C
氏は高校生の頃から農業に関心があり, これま
でも多くの農作物や果樹を栽培してきた。 その
ーつにュ ズ栽培があるが, 1980年代当初, 市内
ではュズを栽培する人が少なかったため, それ
に目をっけ1989年に角田農協から50本の苗木
を購入し, 自宅脇にある桑園の跡地(写真14)
とよむろ
と, 豊室にある梨団地の北風や西風の当たらな
い南斜面の一角に植樹した。1992年には収穫が
可能となった。
裁培に関しては草メl 1 りを行う程度で, 他の手
入れは行つていない。 C氏は剪定を行つた方が
実 は 大 き く な る こ と を 認 識 し て い る が リ ン ゴ な
どの栽培に忙しく ュ ズに手をかけられないのが
現状である。 そのため収穫もリンゴの収種の合
間をみてその都度行う 。
C氏は消費者と直に接して販売することにこ
だわりを持つているため市場出荷は行つていな
い。 以前は大河原町と市内のA-coopなどでの
直売を行つてきたが, 現在は角田駅構内で開か
れる駅の市と, みやぎ生協西多賀店内での直売
所に C氏自らが週に数回出向いて旬の野菜や
果物,C氏の妻(67歳)がつくった加工品の販
売を行つている。
以上,角田市では1980年代初めから個々の農
家が主に桑園の跡地利用として自主的にュ ズ栽
培を開始した。 現在, 個々の農家での栽培は成
立しているが, 市場に出荷しても知名度が低い
ため安値でしか売れず販路が安定していない
A氏や, 果樹栽培が好きでュズ栽培を手がけて
いるが販売先の乏しい B氏のように, 当産地で
は市場の不安定な農家が多い。一方,C氏のよう
に各地の直売所に出向いて販売し, 安定した市
場を確保している農家もわずかにある。
3. B一①タイプ(第3-3表)
( l )  大河原町の事例
a. 産地形成の歴史
お や ま だ  _
大河原町では小山田地区でュ ズ栽培が行われ
ている。 当町でュ ズ栽培を始めるきっかけと
なったのは, 1980年代に開催された農産物品評
会において,造園業を営むA氏のュ ズが入賞し
た こ と に よ る。 その後, 当町役場と大河原農業
改良普及センタ ーでは, 当地区の耕作放棄地の
有効利用として ュ ズ を 栽 培 し た ら ど う か と 考
え, その旨を農産物品評会で入賞したA氏に持
ちかけた。その考えに資同したA氏は当地区の
約50軒の農家へ働きかけた結果, 26軒からの
協力があった。 1986年にはこれらの農家で「小
山田ゆず生産組合」 (以下, 小山田組合)を結成
した。事 業 を 進 め る に あ た っ て は, 宮城県の
ニュ ー フルー ツ里づくり推進事業の補助金を利
用した。
小山田組合での最初の活動は, ユズ栽培の知
識を身につけるため, 大河原農業改良普及セン
タ ーから講師を招いての勉強会と, 福島県や埼
玉県などのュズ産地の視察である。 こ の よ う な
視察会や勉強会を短期間で行つた後, 同普及セ
ン タ ーの協力の下に ュ ズ栽培地の土壤整備を
行つた。具体的には, 当地区の土壌は酸性で保
水性が悪かったため, 石灰などを加えて中性で
保水性の良い土壤に変えた。 苗木は埼玉県の1
軒の業者から各農家の自己資金で購入して植樹
した。 組合員全体では約750本の苗木を購入し
たが, 最も少ない農家では5本, 最も多い農家
では40本であった。ほとんどは兼業農家である
ため, 各農家の事情を考慮して栽培に力を入れ
ることができる農家ほど購入本数が多かった。
植樹後も同普及センタ ーから剪定の仕方や肥料
の与え方などについて指導を受けたり, 福島県
や埼玉県などのュズ産地の視察を重ねたり し
て, 栽培技術を高めていった。
1990年代に入ると一部の農家では収種が可
能 と な り, 同時に小山田組合による共同集荷と
共同販売も開始した。各農家で収穫したュズは,
専用の集荷場や選別場がないため, 毎週日曜の
夜に花卉栽培を営むB氏の作業場(写真15)に
持ち込み,そこでサイズや果皮の色,傷の状態
を み て l 級 品,2級品, 規格外品の3つに選別す
る。 そのュ ズは, 仙南農協の前身である柴田町
農業協同組合(以下,柴田農協)を通して束京
市場 への出荷, 10月下旬 に 当 町 が 主 催 す る
「オ ー タムフェスティバル」での販売,11月中旬
に仙南農協が主催する農協祭での販売を行つて
きた。2002年からは町内の味晴管油醸造業者が
「ゆずぽん酢醤油」の製造販売に伴い, 仙南農協
を通して当業者との取引も始まった。 さ ら に
2003年には福島県須賀川市の食品加工業者が
ユズシャーべ ツトの器として加工することにな
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第 3-3 表  B一① タイプのュ ズ産地の形成と栽培農家の動向
産地名 大河原町 丸森町
ニュ ー フ ル ー ツ里づくり推進事業, 果樹
産地整備対策事業
t
l
1
・
1
事業名
ニュ ー フルーツ里づく り推進
事業
事業開始年 1986 1991
栽培技術指導 大河原農業改良普及セ ンタ ー 農協
他産地の視察 福島や埼玉など 気仙沼,角田
有農協による共同出荷 有
農協からの出荷先
須賀川市の食品加工業者, 大河
原町の味9會醤油顧造業者,大河
原町内のイぺント , 農協祭
仙台市場,大河原町の味晴醫油顧造業者,
石巻市桃生町のアイスクリ ーム製造業者
農家番号 A B c A B c D
裁
培
者
栽培者(年齢)
世 帶 主
(73)とそ
の要Cl0),
収種のみ
世帶主の
兄弟
世帶主
(69)
世帶主
(62)
世 帯 主
(60)とそ
の要(60)
世 帶 主
(80)とそ
の要 (79)
世 帶 主
(63)とそ
の要(58)
世帶主
(71)
農業経験など 有 有 有 有 有 有
導
入
自生ユズの有無 有 有
植樹年 l986 l986 1986 1992 l992 l992 1992
植樹当初の栽培本数(本) 25 40 5 50 30 30 40
植樹場所 桑園
ばれい
し ょ 畑
築国 集園
植
樹
i
結
実
雪 囲 い,
わ ら を1鶏l
く
雪囲い 竹を数本
立てて上
を し ば
り , そ の
上をかや
で囲む
木の周り
に種付き
の竹を数
本立てる防風 ・ 防寒対策
結実年 1990 1997 l997 2000 1997
植樹から結実までの年数 4 5 5 8 5
現在の栽培本数(本) 25 40 5 50 40 約30
栽
培
時
期
誘引 3̃4 月 有
肥料まき
4 , 1 1 月
中句
5 , 9 月 12月下句 6,8,12月 12月:期
1糞
剪定
1 月 12月中旬 3 ̃ 4 月 5 年 に 一
度
車メ11l り 5 , 9 月 7 月 7 , 9 月 適宜 5 ̃ 6 月 5,7,10月 3,8,l0月
収種
10月下旬
̃ 1 l 月
中旬
10月下旬
̃ 1 2 月
中旬
11月中旬
̃ 1 2 月
下旬
10月下旬
̃ l 1 月
上旬
11月中旬
̃ 1 2 月
中旬
10月下句
̃ 1 1 月
中旬
10月下旬
̃11月
その他 間伐 雪囲い 支柱立て
4 ̃ 5 月 :
と げ 落 と
し , 支 柱
立て
支柱立て
青
果
農協への出荷 有 有 有 有 有 有
その他出荷先
町内の直
売場
単 価 ( 1 個 ) ( 円 ) 30
その他
市場の安定・不安定 安定 安定 安定 安定 安定 安定 不安定
間き取り調査によ り作成
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り, 仙南農協を通して当業者との取引も始まっ
た。
この須賀川市の業者との取引のきっかけと
なったのは, 1990年代半ばに小山田組合が福島
やまつりまち _
県矢祭町のュズ産地を視察に行つた際, 矢祭南
ユズ生産組合の理事長の説明を受けたが, ち ょ
う どその場に須賀川市の食品加工業者の部長も
居合わせた。 もともとその業者は矢祭町のュズ
の皮をシャーべ ツトの器とし,年間10万個の製
品をっ くっていたが,2002年は矢祭町のュズが
不作で量的な確保が困難となったため, 矢祭以
外のュ ズ産地を探していた。 そこで食品加工業
者は以前に矢祭町に視察に来ていた大河原町の
ことを思い出して仙南農協に問い合わせし, 同
年に大河原町のュズ栽培農家を訪ねてきた。 こ
の段階では, 当町のュ ズで製品が開発できるか
試 作 し た い と い う こ と で あ っ た が, 後に製品化
が可能であると確認できたため,2003年から4
万個のュズが使用されることになった。
現在, 東京市場へは出荷せず, 須賀川市の食
品加工業者と町内の味晴當油醸造業者への販売
が主となっている。 また一部は町内のイベント
(写真16) ゃ農協祭での販売も行う。
以上, 大河原町では行政の事業によって産地
が形成されたが, 栽培技術の習得や販路開拓な
どの活動は栽培農家で結成した小山田組合が
行つてきた。現在, 個々の農家での栽培は成立
している。 また加工業者を主とした共同出荷先
もあり, 安定した市場が確保されている。
b. ユズ栽培農家の動向
大河原町では25 1奸の栽培農家がある (2004
年9月)。以下では3氏の栽培動向をみる。
A氏(73歳)は造園業を営んでいる。ユズは
冬季に北風や西風の当たらない南斜面の土地に
約25本を栽培している。 栽培開始当初は, 冬季
に雪囲いや木の周囲にわらを數くなどの防寒対
策を行つたり, 剪定だけでは枝が密になり , 地
面に日光が当たらず生育の妨げになることから
間伐を行つたりした。これらの栽培技術はA氏
自らの造園業での知識の他, 小山田組合での勉
強会や視察会に参加して習得した。
栽培はA氏が仕事の合間に妻(70歳)と行う
が,収種時期にはA氏の兄弟も手伝う。主な作
業は1月に剪定,4月に肥料撤き , 5 月 と 9 月 に
草刈り,10月下旬̃11月中旬に収種を行い, 収
種後に肥料撒きを行う 。 収穫したュ ズは毎週日
曜日に B氏の作業場へ持ち込み, 選別作業を行
つ o
B 氏  (69歳) は花卉栽培を主とする専業農家
である。 ユズは冬季に北風や西風の当たらない
南東斜面の土地に約40本を栽培している(写真
17)。 B氏は農作物の栽培に熱心なため, 栽培開
始当初から肥料をまめに与えたり , 冬季に雪囲
いなどの防寒対策を行つたりしてきた。栽培技
術はB氏自らの花卉栽培での知識と小山田組
合の勉強会に参加して習得した。1990年代半ば
には収穫が可能となった。
栽培はB氏が仕事の合間に行う 。主な作業は
5月の肥料撒き,7月の草刈り ,9月の肥料撒き,
10月下旬̃12月中旬の収穫である。収種した ュ
ズは自宅作業場で, 毎週日曜に他の農家からの
集荷された ュ ズと一緒に選別作業を行う。
C氏 (62歳) は冬季に北風や西風の当たらな
い南斜面の土地に約5本を栽培している。 栽培
は C 氏 1 人 で 行 う が, その技術は父から習得し
た。主な作業は7月と9月に草刈り ,11月中旬
1̃2月下旬に収種, 収穫後は肥料撒きを行う 。
2003年までは, 数十個程度の収種だったため,
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自家用として消費していたが, 2004年には出荷
可能な量が実つたため, 初めて共同出荷に参加
した。 今後は出荷可能な収種量を得るため, 与
える肥料の量を增加してみるなどの栽培技術の
見直しを考えている。
以上, 大河原町では行政の事業によって産地
が形成されたが, 栽培技術の習得や販路開拓な
どの活動は栽培農家で結成した小山田組合が
行つてきた。 現在, A 氏 , B 氏 , C 氏 の よ う に
個々の農家での栽培は成立し, また加工業者を
主とした共同出荷先もあり, 安定した市場が確
保されている。
(2) 丸森町の事例
a. 歴史的変遷
こ さ ぃ 1l;i;はりかゎlより まるt,り l;お う・
丸森町では小斎,大張川張,丸森,大内地区
でュズ栽培が行われている。 当町でュ ズ栽培を
始めたきっかけは,1991年に丸森町農林業振興
協議会が桑園の跡地利用としての作物を検討し
た際, 町内の多くの家に自生のュ ズがあったこ
とから当町でも本格的にュ ズ栽培ができるので
は な い か と 考 え た こ と に よ る 。  当協議会では検
討の末, 桑園の跡地利用としてュ ズを植樹する
こ と を 決 め, 事業資金は宮城県のニュ ー フルー
ツ里づくり推進事業と丸森町の果樹産地整備対
策事業の補助金を利用した。 行政は当事業の企
画を考えたが, 実際の運営は仙南農協の前身で
ある丸森町農業協同組合(以下,丸森農協)に
委託した。
まず丸森農協では1991年に当事業へ協力し
てもらえる農家を確保するため, 主に遊休桑園
を持つ農家に対して協力を促した。その結果,小
斎地区5と大内地区4の合計9率fの農家からの
協力があった。 1991年11月には各農家の土壤
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調査を大河原農業改良普及センタ ーの協力の下
に実施し, 土壞づくりを行つた。 その後, 丸森
農協では新潟県の苗木業者から極が無く果汁の
多い多田錦という品種を購入し, そ れ を 9 軒 に
配布した。苗木の配布は冬ということもあり ,冬
季に定植しても凍害の被害を受けたり根付かな
かったりするため, 一時仮植し,1992年4月に
定植するように指導した。定植前には前述のよ
うな産地内での技術指導を行う一方で, 他産地
での栽培技術も習得するため, 1991年10月に
は気仙沼大島へ,同年11月には角田市小田地区
への視察講習会を開催した。 1993年以降は, 大
河原農業改良普及センタ ーの協力の下で実際に
ユズ栽培農家の畑で剪定指導を行う識習会を年
に 1回4月上旬に開催している。
一部の農家において収種が可能となったのは
1997年で, 同時に仙南農協を通して仙台市場へ
の出荷と丸森町の斎理屋數や宿泊施設の売店で
の共同販売も始めた。 仙南農協からの出荷先の
確保は, 1997年に発足した丸森町物産振興協会
の特産開発チームが専門に行つている。 また仙
南農協では共同出荷に際して11月中旬にサイ
ズの規格を統一する出荷目揃会を毎年開いてい
る 6 )。2000年からは本格的な出荷が可能となり,
仙台市場には青果用を, 大河原町の味贈管油醸
造業者と桃生町(現,石巻市桃生町)のアイス
ク リ ーム製造業者には加工用を出荷している。
その加工品(写真l8)は町内の観光施設の売店
やイベントで販売される。
定植以後, 丸森農協や行政, 栽培農家ではさ
らに栽培農家を增やすため, 古 く か ら ュ ズのあ
る家に呼びかけ,1992年から4年かけて栽培面
積を徐々に増やしていった。地区別では小斎3,
大張小張3, 丸森3, 大内4の合計13軒が新た
に栽培を始めた。
以上,丸森町では主に桑園の跡地利用として,
仙南農協と行政の連携事業によって産地が形成
された。 また両機関による共同集荷と共同販売
体制も十分に整備されているため, 市場は安定
している。
b. ユズ栽培農家の動向
丸森町では22軒の栽培農家がある(2005年7
月)。 以下では4氏の栽培動向をみる。
A氏(60歳)の家には2本の古木がある。本
格的なュズ栽培は, 桑園の跡地利用としての作
物を考えていた際, 1991年に丸森農協と行政が
ユズ栽培事業の希望者を募集していたため参加
す る こ と に し た。苗木は1991年に丸森農協から
多田錦という品極を50本購入し, 1992年に北
風や西風が当たらず水はけのよいかつての桑園
に植樹した(写真19)。植樹後3̃4年は冬季に
竹を数本立てて上をしばり, その上をかやで囲
み防寒対策を行つた。1997年には一部収種が可
能となった。
栽培はA氏とその妻(60歳)が行う。主な作
業は3̃4月に誘引, 10月下旬̃11月上旬に収
種, 草刈りは適宜行う 。また雪の重さで枝が折
れ な い よ う に す る た め の 支 柱 は 2 年 に一度3
̃4月に交換する。 これらの栽培技術は仙南農
協の講習会で習得した。 収穫したュズは自宅で
選別した後, すべて仙南農協へ出荷する。
B 氏 ( 8 0 歳 ) は, 1991年に丸森農協と行政が
ユズ栽培事業の希望者を募集していたため参加
することにした。苗木は1991年に丸森農協から
多田錦という品種を30本購入し, 1992年に北
風や西風の当たらず水はけのよい南斜面のかつ
てのばれいしょ畑に植樹した(写真20)。植樹後
5年間は冬季に木の周りに笹付きの竹を数本立
てて防寒対策を行つた。 さらに木が成長してか
らは, 接ぎ木部分から約30 cmのところで切り
諸め, そこから伸びてきた枝は誘引した。 1997
年には一部収種が可能となった。
栽培はB氏とその妻(79歳)が行う。主な作
業は4̃5月にとげ落とし,5̃6月に草メl l り,6,
8,12月に肥料撒き ,11月中旬̃12月中旬に収
種, 収題後は剪定を行う。 また雪の重さで枝が
折 れ な い よ う に す る た め の 支 柱 は 3 年 に一度
12̃3月に交換する。 これらの栽培技術は仙南
農協の講習会で習得した。 収穫したュズは自宅
で選別した後, すべて仙南農協へ出荷する。
B氏は農作物を育てることが好きで, 手間を
かけて質の良いものを作ることに力を入れてい
る。2001年には仙南農協の役員からさらに栽培
本数を增やさないかと勧められて10本の苗木
を購入して植樹した。そのため, 現在では40本
がある。
C氏 (63歳)の家には古木が1本ある。本格
的なュ ズ栽培は, 桑園の跡地利用としての作物
を考えていた際, 1991年に丸森農協と行政がュ
ズ栽培事業の希望者を募集していたため参加す
る こ と に し た。苗木は1991年に丸森農協から多
田錦という品種を30本購入し, 1992年に北風
や西風が当たらず日当りのよい自宅前のかつて
の桑園に植樹した (写真21) 。2000年には収種
が可能となった。
栽培はC氏とその要(58歳)が行う 。主な作
業は3̃4月の剪定,5,7,10月の草刈り, 1 0 月
下旬̃11月中旬の収種, 12月の鶏英撤きであ
る。 また枝への日当りをよくしたり実を収種し
やすくしたりするための支柱は2年に一度交換
する。 これらの栽培技術は仙南農協の識習会で
習得した。収穫したュ ズは自宅で選別した後, す
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べて仙南農協へ出荷する。
D氏(71歳)は桑園の跡地利用としての作物
を検討していた際, 1991年に丸森農協と行政が
ユズ栽培事業の希望者を募集していたため参加
することにした。苗木は1991年に丸森農協から
多田錦という品種を40本購入し, 1992年にか
つての桑園に植樹した。栽培当初は40本あった
が, その後凍害で枯れ, 現在は約30本にまで
減つた。 1997年には一部収種が可能となった。
主な作業は3,8,10月の草刈り , 10月下旬
̃11月の収種である。 剪定は5年に一度行う 。
これらの栽培技術は仙南農協の講習会で習得し
ている。収種したュ ズは仙南農協には出荷せず,
毎週日曜日に行われる町内の直売所での販売を
行つている。
以上,丸森町では主に桑園の跡地利用として,
仙南農協と行政の連携事業によってュ ズ裁培を
始めた。 また両機関による共同集荷と共同販売
体制も十分に整備されているため, 市場は安定
している。 個々の農家での栽培方法や手のかけ
具合は異なるが,収種したュズ は D 氏 の よ う に
独自の市場へ出荷する農家もわずかにあるが,
A,B,C氏のようにほとんどの農家は十分に市
場が確保されている仙南農協へ出荷する。
4. B一②タイプ(第3-4表)
(1) 唐桑町の事例
a. 産地形成の歴史
あ '_1l' _
唐桑町では明尸地区でュ ズ栽培が行われてい
る。当町でュ ズ栽培を始めるきっかけは,1986
年に現在の南三陸農業協同組合(以下, 南三陸
農協)の前身である気仙沼市農業協同組合(以
下,気仙沼農協) 7 ) が耕作放棄地の有効利用とし
て気仙沼市大島や唐桑町に自生のュズがあった
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ことに加えて, この当時のュズの北限が宮城県
南地域であったため, さらに北限のュズ産地を
つ く り た い と 考 え, この旨を行政に持ちかけた
ことによる。気仙沼農協と行政では検討した結
果,ユズの植樹を決定した。事業資金は宮城県
のニュ ー フルー ツ里づく り推進事業の補助金を
利用した。
事業決定後は気仙沼農協がュズ栽培希望者を
募 り , 3軒の農家から の協力があった。 植樹は
1987年に全体で約0.5haの農地に行われた。植
樹後は気仙沼農業改良普及センター (現, 本吉
農業改良普及センタ ー ) と宮城県園芸試験場か
ら剪定や肥料のやり方などに関する技術指導を
受けた。 しかし2章f では結実する前に凍害や排
水不良で木が枯れたり, 寒さで木が成長しな
かったりして出荷するまでに至らなかった。 残
りの1軒では1997年頃から収穫が可能となっ
た が, 気仙沼農協を通して青果市場に出荷して
も安価でしか売れないという状況にあったた
め, 農 協への出荷は行わず, 自ら販路開拓に努
めてきた。しかし市場は乏しいのが現状である。
b. ユズ栽培農家の動向
唐桑町では1軒の栽培農家がある (2005年8
月)。 以下ではこの農家の現状をみる。
A氏(53歳)は, A氏の父が1987年に気仙沼
農協と行政でュズ栽培事業の募集を呼びかけて
いたのに参加して始めた。苗木は150本を1l1通入
し, 冬季に北風や西風の当たらない日当たりの
良い豆畑をっぶして植樹した。 植樹後5年間は
冬季に木をむしろで囲い防寒対策を行つた。 さ
ら に 10年間は成長を促進させるため, 春に化学
肥料を与えた。 1997年には収穫が可能となっ
た。植樹当初は150本あったが,防寒対策を行つ
て も 凍 害 で 枯 れ て し ま う 木 も あ り , 現 在 は 約
第 3-4 表  B一② タイプのュ ズ産地の形成と栽培農家の動向
産地名 唐桑町 気仙沼市
ニューフルー
ツ里づくり推
進事業
t・
1
l
:
i
事業名 ニュ ー フルー ツ里づくり推進事業
事業開始年 l987 1987
裁培技術指導 農協 農協
他産地の視察
農脇による共
同出荷
有
農協からの出
荷先
仙台市場,大河原町の味晴醫油醸造業者
農家番号 A A B c D
栽
培
者
栽培者(年齢)
世帶主の子
(53)とその
要(51)
世 帯 主
(77)とそ
の妻(76)
世帶主
(70)
世帶主の子
( 57 )とそ
の妻l (55)
孫(25)
世帶主
(52)
農業経験など 有 有 有 有 有
導
入
自生ユズの有
無 有
植樹年 1987 1990 1987 1987 2002
植樹当初の栽
培本数(本)
150 240 120 480 18
植樹場所 豆畑 大豆畑 桃畑 桃畑 大豆畑
植
樹
i
結
実
防風 ・防寒対
策
木をむしろ
で囲う
防風ネッ
ト ,わら・
ござを数
く
わ ら を 數
く
結実年 l997 1993
3
1992 1991
植樹から結実
までの年数
10 5 6
現在の裁培本
数(本)
約120 約100 約70 約450 18
栽
培
時
期
誘引 有
肥料まき
1̃2月:
鶏英
1̃3月:
鶏英
剪定 10̃2 月 1̃2 月 1 ̃ 3 月
草刈り 5 , 8 , l 0月 6,8, l0月 5,7 ,9月 適宜
収種
10̃1 2 月
上旬
1 0̃ 1 2
月
l0月下旬
1̃2下句
その他
青
果
農協への出荷 有 有
その他出荷先
気 仙 沼 市
場, 地元の
イ ベ ン ト ,
陸前高田市
の密油醸造
業者
注文があ
れば販売
郵 パ ッ ク
事業, 登
米市の番
油i頭造業
者, 電話
注文,小
学校の体
験学習
江刺市や
北上市な
どの道の
駅, 気仙
沼市の営
油顧造業
者
単価(1値D (円) 37.5 16.6̃25 50
その他
ユズ味晴,
薬味,ユズ
茶, シャー
ベットなど
市場の安定・
不安定
不安定 不安定 安定 安定 安定
間き取り調査により作成
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120本にまで減少した (写真22, 23)。
作業はA氏とその妻(51歳)が, 仕事の休日
に行う。主な作業は5,8,10月に草メl1l り , 1 0 月
̃12月上旬に収種, 収 穫 と と も に 2月頃まで剪
定 も 行 う。 収種したュズは, 気仙沼市場や地元
のイベント へ出荷する。 年によっては陸前高田
市の醤油醸造業者へ も出荷する。 いずれの販路
も出荷量は少量にとどまっているため, 妻は町
内の某子製造業者,気仙沼市の演物製造業者や
轡油醸造業者へユズを使用してもらえるよう働
きかけているが, 安定した販路を確保するには
至つていない。 今後は栽培を縮小するか止める
か検討中である。
以上, 唐桑町では気仙沼農協と行政の事業で
ユズ栽培を始めたが, 土地選定の不備や冬季に
防寒対策を行わなかったため, 植樹後5年ほど
でA氏以外の2軒は,排出不良や凍害で木が枯
れたり,成長しなかったりして出荷までに至ら
なかった。 A氏は土地選定や防寒対策を行つて
きたため,現在も栽培は成立しているが, 販売
先は非常に乏しく,栽培意欲も減退し っっある。
(2) 気仙沼市の事例
a. 産地形成の歴史
そと: f た け ま 1) り だ て  よ う が い
気仙沼市では離島大島の外畑,理舘, 要 害,
な がさ・ よこ l t1Lま _
長崎, 横沼地区でュズ栽培が行われている。 当
市のュズ栽培は, 気仙沼農協が管轄する唐桑町
と一緒に導入したため, その背景や植樹後の技
術指導までの経緯は前述の唐桑町と同じであ
る。 ただし事業参加農家数と植樹面横, 植樹年
次,初収穫年次,出荷の歴史は異なるので, そ
の点についてみる。
事業参加農家は18率f , 総植樹面横は約3ha,
植樹年次は1987̃1990年である。一部の農家で
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収種が可能となったのは l992年で,同時に気仙
沼農協を通して仙台市場への出荷も始まった。
l995年以降は本格的な出荷が可能となったが,
知名度の低さから市場に出しても売れない状況
が続いた。 このことを受けて, 栽培農家ではま
とまった収入に結びっかないため, 栽培をやめ
る農家が相次いだ。
そこで南三陸農協はこの状況を打開するた
め, 2001年以降はュズ加工品での販路拡大に力
を入れている。例えば2001年には八戸市の製萎画
業者に 「ゆずっけ麺」 の開発を委託し, その後
大島の飲食店や旅館の食堂で提供した。 しかし
あまり人気が上がらなかったため1,2年で販売
を打ち切つた。さらに2004年からは大河原町の
味n曾管油醸造業者が 「ゆずぽん酢醤油」 を開発
し, 販売も開始した。
南三陸農協の市場開拓とは別に, 市内の菓子
製造業者や味暗嚮油造醸業者による製品開発,
大島郵便局や大島観光協会による販路拡大も行
わ れ て い る。 市内の菓子製造業者はl995年に
「大島ゆずサブレ」 を, 同じく醤油醸造業者は
2004年に 「気仙沼大島ゆずヶ島ぽん酢しょう
ゆ」 を開発し販売も開始した。 大島郵便局は
2000年から 「大島の黄金ユズ」 と題した郵パッ
クでの販売を開始し,大島観光協会は2002年か
ら小中学生の課外学習や修学旅行などを対象と
したュ ズ 入 り ア イ ス ク リ ーム や ト コロテンづく
りなど当産地のュズを使用した体験学習を実施
している。
以上, 気仙沼市も唐桑町と一緒に気仙沼農協
と行政の事業によって産地が形成された。 1992
年からは気仙沼農協が共同出荷を開始したが,
知名度の低さから売れ残る状況が続いた。 その
ため2001年以降は加工品での販路拡大に努め
て き た が, 安定した市場を確保するまでには
至つていない。
さらに近年は菓子製造業者, 味暗管油醸造業
者,大島郵便局,大島観光協会も市場開拓を行つ
て い る が, 各農家のュズがさばける状況には
至つていない。栽培農家ではまとまった収入に
結びっかないため, 現在も栽培をやめる状況が
続いている。
b. ユズ栽培農家の動向
気仙沼市では9軒の栽培農家がある(2005年
8月)。 以下では4氏の栽培動向をみる。
A氏(77歳)は, 漁師として働いていたが, 定
年後も収入が得られるようにと1987年の気仙
沼農協と行政の事業に参加して栽培を開始し
た。苗木は1990年に 240本を1l1通入し, かつて大
豆畑であった自宅前の平地に植樹した。 しかし
畑の周りには遮るものがなく , 冬季に北風や西
風を直接受けるため凍害がひどく, 防 風 ネ ッ ト
(写真24) を設置したものの毎年数本ずっ枯れ
てしまい(写真25), 現在では100本程度になっ
ている。
栽培はA氏とその妻(76歳)が行う。 木が成
長するまでは,冬季に木の根元を囲うようにわ
らやござを數いて防寒対策を行つた。1993年に
は一部収種が可能となり,1995年から気仙沼農
協への出荷を始めた。 しかし凍害による木の減
少と, 市場に出荷しても安価でまとまった収入
に結びっかないため, 2002年から農協への出荷
をやめた。 そのため,現在は草刈りを6 , 8 , 1 0
月に行う他は裁培にあまり手をかけず, また注
文があれば販売する程度である。
B氏(70歳)は, B氏の父が1960年代から桃
を栽培していたが, 1980年代にはその木が古く
なってきたため, その代替作物として家の庭に
自生するュズの古木に目を付け, ユズ栽培を行
いたいと考えていた。1987年には気仙沼農協と
行政でも ュズ栽培事業の希望者を募集していた
ため参加することにした。 苗木は120本を購入
し, 西向きで水はけの良いかつての桃畑に植樹
した。 栽培当初は120本あったが,その後間引
きしてきたため,現在は約70本になっている。
栽培は,B氏が漁師をやっていた1994年頃ま
では父と一緒に作業を行つてきたが, 定年後は
B氏一人で行つている。主な作業は1̃2月の剪
定と鶏装撒き , 5 , 7 , 9 月 の 草 刈 り , 1 0̃12月
の収種である。 収種したュ ズは自宅作業場で選
別してコ ンテナに詰めた後, すべて南三陸農協
へ出荷する。
C氏(57歳)の導入の経緯はB氏と同じであ
る。 苗木は480本を購入し,北風や西風が当た
らず日当たりの良い南斜面に植樹した。木が成
長するまでは,冬季に1本の木につき6̃7把の
わらを數いて防寒対策を行つた。 その後は桃栽
培の技術を活かし, 収種する際に実を取りやす
くするため, 木の内側の枝を切り, すり鉢状に
なるように木をつくっていった(写真26)。栽培
当初は480本あったが, その後間引きしてきた
ため, 現在は約450本がある(写真27)。1993年
には一部収穫が可能となり, 気仙沼農協への出
荷を始めた。
栽培はC氏とその妻(55歳), 子 ( 2 5 歳 ) が
行 う 。主な作業は1̃3月に剪定と鶏装撒き , 1 0
月下旬̃12月下旬に収種, 草刈りは適宜行う。
収種したュ ズのほとんどは南三陸農協へ, 2000
年からは大島郵便局の郵パック事業,2005年か
らは登米市の醤油醸造業者へ も一部出荷してい
る。 その他, 消費者からの電話注文による販売
も行つている。
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さ ら に近年は大島小学校の体験学習の一環 と
して実施する ュ ズの成長の観察と収種をC氏
の家で体験させる学習の場も提供している。 ま
た収種期には毎年, 三陸新聞社,河北新報社,
NHK仙台, ミヤギテレビなど県内の新間社や
テレビ局が取材に訪れる。 メディアの方から取
材 を 依 頼 さ れ る こ と も あ る が, 妻が自ら取材の
申し込みをすることもある。報道後には電話注
文が殺到するため, メディアによる宣伝効果は
大 き い と C氏は考えている。
大島で飲食店を経営するD氏(52歳)は,島
内の多くの家でュ ズ栽培が行われているもの
の, 販路を開拓できずにいる農家が多いこと, さ
らに青果で販売しても安価でしか売れない現状
をみて, 気仙沼市のュ ズの存在を多くの人に
知 つ て も ら ぉ う と 自 ら 販 路 開 拓 に 挑 戦 し て い
る。まず2002年には島内のュズを使用した ュ ズ
味晴, ユズ薬味(写真28), ユズ茶, ユ ズ シ ャ ー
べ ツトなどの加工品を自らつくり , 自店でのメ
ニュ ー として取り入れた。 これに加えて,2003
年からは前述の加工品や青果を岩手県江刺市
(現, 奥州市)や北上市などでの道の駅での販売
も開始した。さ ら に 2004年には市内の醤油醸造
業者と共同で 「ユズポン酢」 を開発し, 販売も
開始した。消費者と直に接して販売することで,
少しずっではあるが, 気仙沼市のュズの存在が
周 知 さ れ て き た と い う 。 今後も自分の得意な加
工品づくりで, 当市のュ ズの新たな販路拡大に
貢献したいと考えている。
現在, D氏が使用しているュ ズは, 島内の知
人から ュズを引き取つて加工しているが, 後々
は自ら栽培を手がけた ュ ズで加工品を造りたい
という考えもあって,2002年には自宅脇にある
冬季に北風や西風の当たらないかつての大豆畑
4o
に18本のュ ズの苗木を植樹した。現在, このュ
ズは収種するまでに至つていない。
以上,気仙沼市では1992年から気仙沼農協が
共同出荷を開始したが, 知名度の低さから ュ ズ
が売れない状況が続いた。それを受けて2001年
以降は加工品での販路拡大に努めてきたが, 安
定した市場を確保する状況には至つていない。
そのため,A氏のように栽培には手をかけてき
た が, 土地選定の不備で冬季の凍害や, 市場に
出荷しても安価でまとまった収入に結びっか な
いため裁培をやめる農家が多い。そ れ で も B 氏
や C氏は南三陸農協への出荷を継続している。
さ ら に C氏や D氏は栽培に非常に熱心で,また
自ら販路の開拓にも挑戦し, 安定した市場を築
き上げている。 当市のュ ズ栽培の現状は全体を
みると市場に乏しいが, 栽培面と販売面の技能
を も っ生産者は十分成立している。
5. C一①タイプ(第3-5表)
(1) 村田町の事例
a. 産地形成の歴史
あしだて こいf み う す S  〇 L ま た  a ま ぺ
村田町では足立,小泉,薄木,沼田, 沼辺地
区でュ ズ栽培が行われている。当町では1950年
代後半頃から個々の農家が自主的にュ ズ栽培を
開始した。 そのュズは個々の農家で山形県や県
内各地の市場などへ出荷し販売してきた。
1996年には当町役場と現在の仙南農協の前
身である村田町農業協同組合(以下, 村田農協)
が緋作放棄地の有効利用としての作物を検討し
た際に, 町内の多くの家に自生のュズがあった
こ と と 実 際 にュ ズを栽培し販売まで手がけてい
る 人 が い た こ と か ら, 当町のュ ズ栽培を拡大さ
せることに決定した。事業を進めるにあたって
は, 宮城県のニュ ー フルー ツ里づくり推進事業
第 3-5表 C一① タイプのュ ズ産地の形成と裁培農家の動向
産地名 付田町 柴田町
l・
l
1
・
・
事業名 ニュ ーフルーツ里づくり推進事業
事業開始年 l997年 1970年代後半
裁培技術指導 農協 農協
他産地の視察 気仙沼市
農協による共同出荷 有
農協からの出荷先 仙台市場,大河原町の味晴醫油顧造業者
農家番号 A B c D A B
裁
培
者
栽培者(年齢) 世帶主(57) と
その要(53),
世 帶 主 の 母
(80)
世帶主(75)と
その装(70)
世帶主(77)と
その要(77)
tut帶主(77)と
その子(56)
世帶主(65)と
その要(64),
収種時期のみ
2名雇用
世帯主(86) と
その要(80),
収權時期のみ
2 名原程:用
有農業経験など 有 有 有 有 有
導
入
自生ユズの有無 有 有 有 有 有
植樹年 1997 1997 l997 1999 l970年代後半 1970年代後半
植樹当初の裁增本数(本) 50 l00 50 5
植樹場所 自宅裏の
畑 , 庭
畑 集園 リンゴ畑 自宅前と自
宅英の土地
械
樹
i
結
実
防風・ 防寒対策 l 2̃3 月 中
旬:木の幹を
わ ら で 囲 う
結実年 2002 2003 2003
l直樹から結実までの年数 5 6 4
現在の栽培本数(本) 70 約70̃80 50 3 約80 約80
裁
培
時
期
誘引
肥料撤き 2 月 2̃3 月 3 月 上 旬 : 鶏
英, 化学肥料
1 2 月 : 化 学
肥料
3 月 7 月
剪定 有 1̃2 月 l 2 月
草刈り 5月下旬,7月
上 句 , 9 , l l 月
適宣 5月下旬,7月
上句,9月上
旬
6 , 8 , l 0 月 下
句
6 ,9月 6 ,8月
収種 9 月 : 背 実 ,
12月:黄実
11̃12月 1 1 ̃ 1 2 月 下
旬
8 月 下 句 ̃ 9
月 上 句 : 背
実, 1 l 月 : 黄
実
1 1 月  中 句
̃12月下句
1 1 月 上 旬
̃12月中旬
その他 7 月 上 旬 : 消
毒
5月:消薄
i'f
果
農協への出荷 有 有
その他出荷先 大河原と岩沼
の市場,村田
町物産交流セ
ンタ ー
村田町物産交
流センタ ー
大河原市場 村田町物産交
流センター
自宅販売,周
辺地域のイべ
ン ト , ホ ー ム
ペー ジ に よ る
販売など
自宅販売, 菊
人形祭り, 農
協祭など
単 価 ( 1 個 ) ( 円 ) 60 90 40
製品名 ユズ -算湯
加
工 出荷先 村田町物産交
流 セ ン タ ー
市場の安定・不安定 安定 安定 不安定 安定 安定 安定
聞き取り調査により作成
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の補助金を利用した。
事業展開の順序としては, まず行政が1997年
に当事業へ協力してもらえる農家を確保するた
め, 昔から ュズ栽培を行つていた農家にさらに
栽培本数を增加しないかと促す他, 町内に回覧
板を回して新規の栽培希望者を募つた。 その結
果, 栽培希望者は昔から ュ ズ栽培を行つていた
農家5軒と新規栽培農家12軒の合計17軒から
の協力があった。地区別では小泉8,沼田6,薄
木2, 沼辺1軒であった。
栽培農家を確保した後は,村田農協が1997年
6月から 7月の間に大実種という苗木300本を
業者から購入し, 各農家へ同年12月に配布し
た。 植樹は配布後から翌年3月までに行政と村
田農協の指導員の下で行われ, その総植樹面被
は約3ha であった。植樹後の1998年以降は, 行
政が栽培技術向上のための剪定講習会や, 出荷
に関しての目揃い会を毎年実施している。 また
栽培技術習得のため1999年3月には気仙沼市
大島のュズ栽培農家への視察も行つた。
2003年には当事業で植樹した ュ ズが一部の
農家で収穫可能となり, 量的には少ないものの
仙南農協を通して仙台市場や大河原町の味贈幡
油醸造業者などへの共同出荷を始めた。
当事業以前から栽培を行つている農家では,
仙南農協への共同出荷の他, これまで確保して
きた独自の市場へ も出荷している。例えば, 大
河原市場や岩沼市場, 村田町物産交流セン夕一
(以下,交流センタ ー ) が あ げ ら れ る 。 こ の な か
で交流センタ ーは町内で裁培された農産物やそ
の加工品などの販売を通して農業所得を向上さ
せるのを目的にl997年に建設された 8 )。施設利
用にあたっては, 町内在住者が交流センタ ー に
登録すれば市場に出荷できない野菜や果物, 趣
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味で育てた野菜などを自由に販売することがで
き る。 その販売価格は安価なため消費者の需要
が多く , これを受けて出品する農家も增加し, 重
要な販路の1つになっている 9 )。
行政では,栽培に関する事業の他, 1996年か
ら地場産品開発事業も展開している。 その一環
と し てュズようかんの開発は町内の菓子製造業
者へ, ユズ葛湯の開発は大河原町内の菓子製造
業者へ委託した。 これらは後に製品化され, 各
製造店や交流センタ ーで販売されている。
さらに交流センタ ーでも地場産品開発事業を
展開し,2001年にはュズアイスとシャ ーベ ッ ト
の開発を仙台市泉区のアイスクリーム製造業者
に委託した。 これらは後に製品化(写真29)さ
れ, 交流センタ ー,町内のコ ンビニエンススト
ア, 川崎町のみちのく杜の湖畔公園で販売され
ている o
以上, 村田町では1950年代後半頃から個々の
農家がュ ズ栽培を開始したが, さらに1996年の
行政と村田農協の事業でュ ズ栽培の拡大が図ら
れた。多くの農家では販売や加工に対して意欲
的であるのに加えて, 行政の剪定講習会や地場
産品開発事業,,仙南農協の共同出荷体制の整備,
交流センタ ーの農産物およびその加工品を販売
する場所の提供や地場産品開発事業という栽
培, 市場, 加工に関する一連の事業を展開して
い る た め, 安定した市場を確保している農家が
多い。
b. ユズ栽培農家の動向
村田町では18軒の栽培農家がある(2005年5
月)。 以下では4氏の栽培動向をみる。
A氏(57歳)は, 10本の古木のュ ズをA氏の
父が1955年頃から山形県内の各市場へ出荷し
ていた。 A氏は農業高校卒業後,父とともに栽
培を手伝い, 1964 年頃には出身高校からュ ズの
苗木10本を購入した。その後, 収種可能になっ
てからは山形中央青果市場や仙台市場へ出荷し
た。しかし1987年頃には山形や宮城県の市場で
高知県などの大産地のュズが大量に出回るよう
に な り, ユズの値崩れが起こったため, 大河原
や岩沼など近隣の市場へ出荷するようにした。
1997年には村田農協と行政による ュズ栽培
の拡大事業の希望者を募つていたため, この事
業に参加した。 苗木は村田農協から50本購入
し, 北風や西風の当たらない自宅裏の平地の畑
と,庭に植樹した。木が成長するまでは12̃3月
中旬に冬季に木の幹をわらで囲い防寒対策を
行つた。現在は古木が10本,1960年代半ばに植
樹した10本, 1997年に村田農協から購入して
植樹した50本の合計70本がある (写真30)。
作業はA氏が行い, 実の選別と箱詰めはA
氏の母(80歳)と妻(53歳)が自宅作業場で行
う。主な作業は2月の肥料撒き ,5月下旬の草刈
り ,7月上旬の消毒と草刈り,9月の草刈りと青
実の収種,11月の草メl1l り ,12月の黄実の収穫で
ある。 剪定は収穫時に余計な枝を切る程度であ
る。選別は2L,L,M,S ,2Sの5極類に分け,
2L̃ S までは大河原, 岩沼の市場と交流セン
タ ーへ, 2 S は村田農協を通して2003年より大
河原の味晴醤油醸造業者へ出荷している。
近年は, 収 穫 期 に な る と ミ ヤ ギ テ レ ビ や
NHK仙台などのテレビ局が取材に来るため,
知名度も向上しっつある。 青果は市場で安価な
上に値崩れするため, 今後は自宅に加工場を設
けてュズ加工品での販売に力を入れたいと考え
ている。
B氏(75歳)の家には約10本の古木があり,
か な が せ  _
その実は古くから大河原町金ヶ瀬の業者や福島
県の業者へ出荷していた。しかし 1997年に交流
センタ ーができてからは業者との取引を止め,
当施設での販売を始めた。 さらに同年には村田
農協と行政による ュズ栽培の拡大事業の希望者
を募つていたため, 使用していない畑があった
こ と と, テレビで放送される ュズ産地に触発さ
れ 参 加 す る こ と に した。苗木は村田農協から
100本購入し, 南斜面で風の当たらない畑に植
樹した。 その後, 木は病気などで枯れてしまっ
たため, 現在は約70̃80本にまで減少した。
2002年頃には一部収種が可能となった。栽培
は B 氏 と そ の 妻 ( 7 0 歳 ) が 行 う 。 主 な 作 業 は 2
̃3 月に肥料撒き, 11̃l2月に収種, 草刈りは
適宜行う 。収穫した実のほとんどは交流セン
タ ーで販売するが,2001年からは大河原町の菓
子製造業者にュズ葛湯の製造を委託し, その製
品はB氏自らが包装した後, 交流センタ ーで販
売している (写真31)。
C 氏 ( 7 7 歳 ) は, 桑園の跡地利用として栽培
を開始したが, その選定理由は1997年に村田農
協と行政がュズ栽培の拡大事業を募集していた
のに加えて, 自宅にも自生のュズが数本あった
ことから本格的に栽培しようと考えたためであ
る。苗木は村田農協から50本購入し, 北風や西
風の当たらないかつての桑園に植樹した (写真
32)。 2003年には一部収秘が可能となった。
栽培はC氏とその妻(77歳)が行う。主な作
業は1̃2月の剪定,3月上旬の鶏糞撒き, 化学
肥料撒き ,5月の消毒,5月下旬,7月上旬, 9 月
上旬の草刈り, 11̃12月下旬の収穫である。収
種したュズは仙南農協へ出荷するが, 2004年か
らは大河原市場への出荷も始めた。 しかしC氏
のュズは市場での知名度が低く , あまり収入に
は結びっい て い な いのが現状である。
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D氏(77歳)  は, ユズは香りがよく演物や調
味量に重宝するため, 自 らの趣味で栽培を始め
た。苗木は1999年に知人の業者から5本購入
し, かつてのリンゴ畑に植樹した。 しかしその
後凍害で2本が枯れてしまったため, 残 り の 3
本は畑のなかで日当たりがよく北風や西風の当
たらない場所に移植した。2003年には一部収種
が可能となった。
栽培はD氏とその子(56歳)が行う。主な作
業は6, 8, 10月下旬の草刈り,8月下旬̃9 月
上旬の青実の収穫,11月の黄実の収種,12月の
化学肥料撒きと剪定である。 収穫した青実ユズ
は2004年秋から交流センタ ーで販売し, 黄実ユ
ズは自家で消費する。 今後も出荷する人がいな
い青実ユズを値崩れの発生しない時期に出荷し
たいと考えている。
以上, 村田町ではA氏や B 氏 の よ う に 古 く
か ら ュ ズを栽培し, 1996年の行政と村田農協の
事業で栽培規模を拡大した農家もあるが, C氏
のようにこの事業で始めた農家が多い。現在
個々の農家では栽培が成立している。 A氏や B
氏のように古くからの栽培農家は, 自ら販路を
築 い て き た 実 績 が あ る た め, 安定した市場を
もっている。一方, 最近市場出荷を始めた C氏
のように市場での知名度が低い上に安値でしか
売れず, 市場が安定していない農家もわずかに
ある。行政や農協の事業とは関係なく自らの趣
味で栽培を開始したD氏は, 他の人が出荷しな
い青実ユズの出荷に力を入れているため, 他の
農家とは異なった戦略で販路を形成している。
多くの農家では栽培や販売に対して意欲的で
あ る が, それに加えて行政の剪定講習会や地場
産品開発事業,仙南農協の共同出荷体制の整備,
交流センタ ーの販売所の提供や地場産品開発な
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どの活動も当町のュズ栽培を支える大きな要因
となっている。
(2) 柴田町の事例
a. 産地形成の歴史_ あ た ご ゃ ま  あ i -
柴田町では標咼 291.5mの愛宕山中腹の雨乞
地区でュズ栽培が行われている。 当町のュ ズ栽
培は1960年代半ば以降,個々の農家が自主的に
始めた。 そのュ ズは個々の農家で市場へ出荷し
販売してきた。その後,1970年代後半以降は, 当
町役場が当地区のュ ズを町の特産品にしようと
する動きが起こり, 農家の協力を得て ュ ズ栽培
の拡大が図られた。 この事業名やその詳細はわ
か ら な い が, 苗木は3 1奸の農家に配布されてい
る。 また, 仙南農協の前身である柴田町農業協
同組合(以下,柴田農協)の協力の下で栽培技
術指導も行われた。1990年代前半には一部収種
が可能になった。
収穫が可能になってからは, 県内の新聞やテ
レビで頻繁に取り上げられるようになり,  各農
家からの直売が急增した。 そのため, 個々の農
家では各地への市場出荷をやめ, 自宅での販売,
仙南農協の開催する農協祭での販売, 当町船岡
城址公園で10月下旬̃11月中旬に開催される
菊人形祭での販売に切り替えた。
さらに町観光商工課では,地場産品開発の一
環として2000年2月にュ ズワインの開発を「株
式会社はこだてわいん」 に委託した。 し か し ュ
ズは水分が多く発酵しづらいことからワイン製
造の企画は一時中断し, 逆に町観光商工課へ リ
キュ ール製造の企画が提案された。2000年3月
には試作品が届けられ, 当町では同年4月に試
飲会を行い, その結果 「柴田のゆず酒」 と い う
製品名で販売することに決定した。2000年11
月には,当町の栽培農家から購入した200 kgの
ユズを函館工場に送り ,同年12月に製品が完成
した。 製品は町内の酒店と船岡城址公園内の観
光協会売店で販売されている。
当産地は古くからュズ栽培が行われているた
め, 1980年代以降, 県内の各ユズ産地が形成さ
れる際に,ユズ栽培関係者の多くが視察に訪れ,
栽培の手本にされている。
以上,柴田町では1960年代半ばから個々の農
家がュズ栽培を開始したが, さらに1970年代後
半以降, 栽培技術の指導を柴田農協から受けな
がら行政の事業でュズ栽培の拡大が図られた。
現在, 個々の農家では栽培が成立している。 ま
た市場は行政の地場産品開発事業による加工品
の販路もあるが, それ以外の販路も個々の農家
で十分確保されている。
b. ユズ栽培農家の動向
柴田町では3軒の栽培農家がある (2004年9
月)。 以下では2氏の栽培動向をみる。
A氏(65歳)の家には, 北風や西風の当たら
ない南斜面の雑木林のなかに約50本の古木が
あった。 A氏は周辺農家と横浜市場にキュウリ
を出荷していた1960年代前半頃,柴田農協の職
員から横浜市場へユズも出荷してみてはどうか
という提案を受けた。それを機に 1960年代半ば
に雑木林から ュズだけを残し園地化を行い, 柴
田農協を通して横浜市場への出荷を始めた。 当
初は市場に ュ ズ が あ ま り 出 回 つ て お ら ず A 氏
のュズは完売していたが, 1960年代後半には南
の産地のュズが大量に出回るようになり, しだ
いに量的に少ないA氏のュ ズは売れ残るよう
になった。 そのため横浜市場への出荷を止め,
1970年代初めからは仙台,大河原, 角田, 白 石
市場などへの出荷に切り替えた。
県内市場へ出荷して数年が経過すると, 当町
のュズの存在が知られるようになり, さ ら に 県
内の新聞社からの取材も来るようになった。 こ
の こ と で, A 氏 の も と へ県内から直接ユズを買
いに来る人がわずかにみられるようになった。
1970年代後半以降は, 行政の事業でュズ栽培の
拡大事業に参加して栽培本数を増やした。 現在
は約80本がある(写真33)。 A氏は柴田町でュ
ズ栽培を一早く手がけ人物である。
栽培は畜産業の仕事の合間にA氏とその妻
(64歳)が行う他,収種時期のみ当町シルバ一人
材派遣センタ ーから2名雇用して収穫を手伝つ
て も ら う 。栽培技術はA氏が独学で習得した。
主な作業は3月の肥料撒き , 6月と9月の草刈
り,11月中旬̃12月下旬の収穫である。収種し
た ュズは,A氏とその妻が自宅車庫で大, 中, 小
の3サイズに選別する。選別したュズは, 自宅
での販売,町の菊人形祭での販売, 周辺地域の
イベントでの販売の他,1990年代後半にはホー
ムぺージを作成し, そこでュズの全国販売も開
始した。
A氏には県内各地や 福 島 県 な ど に 多 く の リ
ピー タ ーがついてぉり, 毎年収穫時期には電話
での注文が殺到する。 またホームページでの販
売は他の北限のュズ栽培農家にはみられない販
売方法であり,年々全国各地からの注文が増え,,
浸 透 し て き て い る と い う。
B氏(86歳)の家には古木が数本ある。 栽培
は1970年代後半以降の行政の事業で開始した。
苗木は北風や西風の当たらない自宅前と自宅裏
(写真34)の南斜面の土地に植樹した。栽培技術
は柴田農協の指導で学び習得した。現在は約80
本がある。
栽培はB氏とその妻(80歳), 収穫時期のみ
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写真35B氏の農協祭での販売
(2004.11 .13撮影)
息子も手伝う 。2004年は収種期間の2 日間のみ
当町シルバ一人材派造センタ ーから2名雇用し
て収穫を手伝つてもらった。 主な作業は6月の
草刈り ,7月の肥料撒き ,8月の草刈り ,11月上
旬̃12月中旬の収種である。収秘したュズは B
氏の妻が自宅作業場の一角で選別し, またそこ
では消費者がB氏のもと へ買いに来た際, 試飲
として提供する果皮を利用したュ ズ砂糖潰けな
どの加工品も造つている。
選別したュズは, 自宅での販売, 菊人形祭で
の販売, 農協祭での販売(写真35),町観光商工
課へ酒醸造用に販売する。 B氏にもA氏同様,
県内各地や隣県に多くのリピー ターがついてぉ
り,毎年収種時期には電話での注文が殺到する。
以上,柴田町では1960年代半ばから個々の農
家がュ ズ栽培を開始したが, さらに1970年代後
半以降, 栽培技術の指導を柴田農協から受けな
がら行政の事業で栽培が拡大した。 現在, 個々
の農家での栽培は成立している。 また市場は行
政の地場産品開発事業による加工品の販路もあ
る が, A氏は自宅や菊人形祭での販売, ホ ーム
ペー ジでの全国販売など, B氏は自宅, 菊人形
祭, 農協祭での販売, 町観光商工課への販売な
どを行つている。 いずれの農家も安定した市場
を持つており,多くのリピータ ー も っいている。
lV. おわりに
本研究では, 北 限 のュズ産地の産地形成過程
と生産流通構造を明らかにした。 こ こ で 明 ら か
となったことは以下の通りである。
ユズ産地は,1970年代以降, 個々の農家で形
成した産地(亘理,山元,角田,福島市),1980
年代後半以降に行政や農協の事業で形成した産
地(唐桑, 気仙沼,大河原, 丸森),1950年代以
降,個々の農家で形成した産地に 1970 年代以降
の行政や農協の事業で栽培規模を拡大した産地
(村田, 柴 田 ) が あ る。
全産地の共通点は, ユズの古木が確認されて
いる地域に産地が形成されたこと, 北限地では
冬季の凍害を避ける場所を選ばないと栽培が難
し い こ と, 大産地にみられるハウス栽培や低温
貯蔵庫などの設備はなく栽培および市場ともに
小規模であることである。
産地形成主体と現在の市場の安定か不安定か
と い う 点 か ら一般的な傾向を類型化すると, ①
産地形成主体は個々の農家で安定した市場を持
つ産地(亘理, 山元, 福島市) ,②産地形成主
体は個々の農家で市場は不安定な産地 (角田),,
③ 産地形成主体は農協や行政で安定した市場
を持つ産地(大河原,丸森),④産地形成主体
は農協や行政で市場は不安定な産地(唐桑, 気
仙沼), ⑤産地形成主体が個々の農家と農協や
行政との双方で安定した市場を持つ産地(村田,,
柴田) の5つに分けられる。
産地を持続するのにもっとも必要な市場に注
目 す る と, 村田, 柴田, 大河原,亘理, 山元, 丸
森, 福島市の7産地は安定した市場を持つてい
る。柴田, 大河原, 山元,福島市の4産地は個々
の生産者の活動によるもの, 村田, 亘 理, 丸 森
の3産地は個々の生産者の活動に加え, 行 政 や
農協の活動も大きく関与して安定した市場を得
てきた。 これらの7産地は, 直売や市場出荷の
他, 食品加工業者など複数の販売先をもってい
る。 さらにメディアの宣伝力も産地を支える要
因になっている。
一方, 市場に乏しい産地は唐桑, 気仙沼, 角
田の3産地が該当する。 しかし栽培に非常に熱
心である, 青果市場を始めとして加工業者との
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共同開発などで加工品の製造も手がけ, 自ら市
場開拓に挑戦している生産者は, 安定した市場
を確保し, ユズ栽培も十分成立している。
最後に本研究は,北限の10産地を分析対象に
したが, 聞き取り調査の過程のなかでさらに白
石市, 蔵王町, 矢祭町などでも ュ ズ栽培が行わ
れているという情報を得た。 今後は他産地の事
例も加えて分析していきたいと考えている。
付記
本研究を進めるにあたり, 調査に協力してい
ただいた栽培農家と製品加工者の皆様, 各農協
と行政の皆様には大変お世話になりました。 ま
た本学史学科2004年度卒業生の佐々木直哉さ
んと同2005年度卒業生の齋藤沙織さんにも調
査やデー タ整理, 分析作業などを手伝つていた
だ き ま し た。記して心より感謝申し上げます。
な ぉ, 本研究は2006年度TG地理学同窓会
講演会(勾当台会館) において発表したものに
加筆修正した。
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1) 唐築町は2006年3月3l 日に気仙沼市と合併して
「気仙沼市」 と な っ た が,調査時点(2005年8月)では
合併以前のため, 唐集町として単独で分析を行う。
2) 加工グループはジャム,調味料,惣菜, t黄物 , 飲 食
関係などの部門に分かれている。_ し も'i だ
3) 悠理館は1994年4月1日に旦理町下茨田に設立し
た。 郷土資料館や図密館, 視聴覚ホー ル, 展望ホー ル
を設けた施設である。
4) 販売価格は生産者が自由に設定できるが, その下限
は105円である。販売価格がl05円であれば価格の
10% を,106円以上であれば価格の13% を手数料と
してふれあいセンタ ーに支払う。下限価格が定められ
ているため, 生産者の収入は保証されている。
5) ふ れ あ い セ ン タ ーへの年間登録費は1,000円。
6) 果実の出荷基準は,3L(直径7.5̃ 8.0 c m , 1 個 あ た
りの重量が100g以上) , 2 L ( 同 6 . 5 ̃ 7.5cm, 同75
̃ l00 g), L(同6.0̃6.5cm, 同60̃65g), M ( 同 5.5
̃6.0 cm,同50̃55g) ,S (同4.5̃5.5cm,同40̃45
g ) ,  2S(同3.5̃4.5cm, 同40 g 以 下 ) の 6 種 類 が あ
る。
7) 合併以前の気仙沼農協は,気仙沼市と唐桑町のl市
1町を管轄していたが,後に志津川町, 津山町,歌津町,
本吉町も合併して南三陸般協となった。
8) 1995年の国廊補助事業「山村振興等股林業特別対策
事業総合交流促進施設建設事業」 の指定を受けて,
1997年に村田町塩内に開館した。館内には直売所, レ
ス ト ラ ン, 股産加工室, 体験学習室などがある。
9) 物産交流センターへの入込数は, 1998年は7l,900
人, その後一時滅少するが2000年以降は100,000人を
超 え , 年々增加している。
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